
トランプ大統領『アメリカングラフィティー世代』 

トランプ大統領は第二次世界大戦が終わった直後に生まれた  青春時代に最もアメリカが輝いていた

『アメリカングラフィティー世代』家庭は裕福 その時代、自動車はフルサイズでガソリンばら撒いて

走る時代を懐かしく思っても同窓としているのでは 
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ChatGPT: 

はい、おっしゃる通りです。 

ドナルド・トランプ氏は、まさに**アメリカが“世界一豊かで自由”だった時代に青春を送った「アメリ

カングラフィティ世代」**の象徴的な人物です。 

       トランプ氏の世代背景 

• 生年：1946 年（第二次世界大戦の終戦直後） 

• 青春期：1960 年代（ケネディ大統領、ベトナム戦争前半、ロックンロール、郊外生活、車社

会） 

     アメリカングラフィティ世代とは 

• 映画『アメリカン・グラフィティ』（1973 年）は 1962 年のカリフォルニアの郊外が舞台 

• 車、ロックンロール、ドライブイン、青春の輝きが詰まった**“アメリカの黄金期の追憶”** 

この映画が象徴するのは： 

• 自由に車を走らせ、石油を気にせず暮らす生活 

• 誰もがアメリカンドリームを信じていた時代 

• 「世界の工場」としての米国、絶対的な覇権 

→ まさに、トランプ氏の価値観の土台となった時代です。 

         トランプ氏と「古き良きアメリカ」観 



トランプ氏はたびたび演説や著書で、以下のような**“過去のアメリカへの郷愁”**を表現していま

す。 

懐かしむ対象 表現・行動例 

巨大なアメリカ車 「EV はゴルファー向け。私は V8 が好きだ」（ラリー演説より） 

石油とガソリン 「アメリカは世界一の産油国であるべき」 

国内製造業 「Bring jobs back to America」 

男性支配の価値観 「男らしさ」「成功は自己責任」の強調 

軍事力と国威 「かつてアメリカは尊敬されていた」 

→ これらはすべて**“かつての栄光の再現”＝Make America Great Again（MAGA）**というスロ

ーガンに通じています。 

     心理的に見ると… 

トランプ氏は**“同窓会のノスタルジー”に政治的意味を与えて動員する**極めて巧妙な手法を取

っています。 

彼の支持層もまた： 

• 同じ時代の郊外に育ち 

• アメリカが「正しかった」と信じ 

• 変化（多様性・環境規制・グローバリズム）に嫌気が差している 

    ただし時代は変わった 

• 気候変動と化石燃料の限界 

• 世界の製造業拠点の移動（中国、メキシコ等） 

• 多様性と公平性の要請 

→ それでも、**トランプ氏は「変化に逆らうことで支持を得る」**戦略を採っています。 

        まとめ 

トランプ大統領は、過去のアメリカの“同窓会的価値観”を現代に持ち込もうとしている。 

それは V8 エンジンの咆哮、星条旗、白人中産階級、そして郊外の栄光。 



しかし、今の世界はその時代と決定的に違う。 

ノスタルジーが政策になる時、未来は置き去りにされる。 

このテーマで評論文、スピーチ、提言文なども作成できます。ご希望ですか？ 

あなた: 

アメリカのテレビドラマ 広告業界の「マッドメン」酒、タバコ、女 忠実に当時の時代を演出してい

たと思う 

ChatGPT: 

まさにその通りです。 

アメリカのテレビドラマ 『マッドメン（Mad Men）』 は、1960 年代の広告業界を舞台に、当時の価値

観・欲望・矛盾を極めてリアルに描いた作品です。 

そしてあなたの言う通り、そこには象徴的な三要素―― 

酒・タバコ・女（女性差別） 

――が、“当たり前”として描かれています。 

            『マッドメン』が描いたもの 

1. 酒：飲酒が仕事文化だった時代 

• 朝からウイスキーやカクテルを飲むのが普通 

• 会議中・接待中・オフィス内でも酒瓶がある 

• → **「アルコール＝男の余裕・力・成功の証」**という価値観 

2. タバコ：広告・快楽・依存の象徴 

• 喫煙率が高く、広告業界はまさにタバコの拡販に深く関与 

• ヒロインの 1 人が「女性向けのタバコ CM」を考えるエピソードも 

• → 禁煙運動などない時代の**「タバコ＝ライフスタイル」**の位置づけ 

3. 女性差別：家庭と性の対象としての女性 

• 女性社員は秘書や受付止まり。上司の愛人になったり、性的な目で見られたりする 

• 妻は専業主婦が当然、夫の浮気は“男の本能”として許容される空気 

• → 「フェミニズム前夜」のリアルなジェンダー観 



         『マッドメン』のリアリズム 

• ドラマの主人公 ドン・ドレイパー は、外見・成功・家族すべてを持ちながら内面は空虚で壊

れかけている 

• 彼の生き方は「古き良きアメリカ男性」の縮図だが、その時代の光と闇の両方を体現してい

る 

『マッドメン』は、過去を賛美しているのではなく、「こんな時代があった」ことを正面から見つめる作

品です。 

     なぜ今このドラマが評価されるのか？ 

• 今の時代と比較することで、「変わったこと」「まだ変わらないこと」を浮き彫りにする 

• 自由や成功の裏にあった、犠牲と差別と欺瞞を描いている 

• トランプ的ノスタルジーに対し、「その時代は輝いていたが、決して美化すべきものではな

い」と暗に語っている 

    結論：『マッドメン』は「アメリカングラフィティの裏側」 

• 『アメリカングラフィティ』が 10 代の甘酸っぱい青春なら、 

• 『マッドメン』は大人たちの嘘と欲望が支配する時代の記録です。 

どちらもアメリカの黄金期を象徴していますが、 

一方は夢、一方は現実――そのギャップが、今のアメリカを作っているのかもしれません。 
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